
平成29年11月1日平成29年11月1日

　
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市

民
の
思
い
や
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後
の
市
政

に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、「
市
政
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
、
１
２
４
１
件
（
41
・
４
％
）
の
回
答
を��

い
た
だ
き
、
年
代
別
で
は
、
表
１
の
割
合
で
し
た
。

　
　

 

い
つ
も
の
暮
ら
し
が
幸
せ

　
　

 

人
口
減
少
に

　
　

 

立
ち
向
か
う
た
め
に

　

現
在
の
暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、「
そ
う
感

じ
る
」（
21
・
1
％
）、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
感
じ
る
」（
46
・

2
％
）を
合
わ
せ
る
と
、
67
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

甲
賀
市
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
人
口
減
少
の
原
因
の
一

つ
で
あ
る
市
外
へ
の
転
出
を
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

調
査
結
果
で
は
、こ
れ
か
ら
も
甲
賀
市
に「
住
み
続
け
た
い
」

と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
63
・
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
30
・
0
％

お
ら
れ
ま
し
た
。（
図
２
）

　

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
と
さ
れ
た
方
の
多
く

は
、「
健
康
」、「
家
族
関
係
」、「
自
由
な
時
間
、

充
実
し
た
余
暇
」
が
あ
る
か
ら
幸
せ
を
感
じ

て
お
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
幸
せ
」向
上
に
向
け
て

　

市
で
は
、
い
つ
も
の
暮
ら
し
が
幸
せ
で
あ

る
こ
と
を
実
感
い
た
だ
く
た
め
の
土
台
と
な

る
「
健
康
長
寿
」
の
ま
ち
に
向
け
、
県
内
で

唯
一
、
健
康
診
断
の
対
象
者
を
16
歳
以
上
と

す
る
健
康
増
進
事
業
や
、
運
動
を
主
眼
に
置

い
た
「
健
康
長
寿
を
延
ば
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

若
者
の
定
住
に
向
け
て

　

市
で
は
、
女
性
や
若
者
の
市
内
就
業
や
起
業
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
へ
の
定
住
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
進
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
若
者
就
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

●
活
き
活
き
女
性
活
躍
事
業

●
移
住
定
住
促
進
事
業

●
定
住
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業　
等

魅
力
の
発
信
で
人
口
の
増
加
に

　

調
査
結
果
で
は
、
甲
賀
市
の
魅
力
を
市
外
の
人
に
自
慢
で
き

る
方
は
、「
自
慢
で
き
る
」（
13
・
0
％
）、「
ま
あ
ま
あ
自
慢
で

き
る
」（
46
・
3
％
）を
合
わ
せ
る
と
、59
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

（
図
４
）

　

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
甲
賀
市
に
住
み
続
け
て
い
た

だ
く
こ
と
の
他
に
、
市
外
の
方
に
、
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
甲
賀
市
の
自
然
や

文
化
、
暮
ら
し
や
す
さ
等
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

〝
あ
る
〟け
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
発
信
に
向
け
て

　

市
で
は
、『
選
ば
れ
る
ま
ち
』
と
な
る
た
め
、
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
「
忍
者
」
と
「
信
楽
焼
」
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
歴
史
や
伝
統
文
化
等
の
『
魅
力
』、
子
育
て
、
教
育
、
福

祉
施
策
の
充
実
等
の
『
住
み
よ
さ
』
を
市
内
外
に
発
信
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

●
甲
賀
流
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

　

年
代
別
で
は
、
20
歳
代
以
下
の
方
で
「
住
み
続
け
た
い
」

と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
29
・
3
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
方
に
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
う
た
め
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。（
図
３
）

【調査のあらまし】
調査期間：6月19日～7月5日

調査対象：�市内在住の18歳以上の個人3,000人（無作為抽出）

調査方法：郵送配布・郵送回収

調査項目� �

　≪継続調査テーマ≫� �

　�市への愛着、魅力、定住意向、暮らしの満足度、幸福度、まちづくり

の重要度 等

　≪特定調査テーマ≫� �

　①市民共生　②市民自治　③子育て　④地域医療　⑤地域福祉� �

　⑥観光・産業　⑦広報・広聴

〜
市
政
に
関
す
る
意
識
調
査
〜

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
声
か
ら

年齢 割合

20歳代
以下

  7.4%

30歳代 10.5%

40歳代 13.5%

50歳代 13.9%

60歳代 24.4%

70歳代
以上

29.9%

無回答   0.5%

表１◦年代別 回答率

そう
感じる
（21.1%）

感じる
（67.3%）

感じない
（9.3%）

どちらかといえば
そう感じる
（46.2%）

どちら
とも

いえない
（22.2%）

どちらかと
いえばそう
感じない
（6.1%）

感じない（3.1%）
不明・無回答（1.2%）

図１◦�現在の暮らしに幸せを感じますか

自慢
できる
（13.0%）

できる
（59.3%）

できない
（39.1%）

まあまあ
自慢
できる
（46.3%）

あまり
自慢
できない
（31.5%）

自慢できない
（7.6%）

不明・無回答（1.6%）

図４◦�甲賀市の魅力を� 
自慢できますか

どちらとも
いえない
（30.0%）

不明・無回答（1.0%）

住みつづけ
たいとは
思わない
（5.4%）

住みつづけたい
（63.6%）

図２◦甲賀市への定住意向

図３◦甲賀市への定住意向≪年代別≫

29.3 14.114.155.4 1.1

56.2 10.810.833.1 0.0

55.7 7.27.237.1 0.0

57.0 4.14.139.0 0.0

68.3 3.63.627.1 1.0

78.2 2.72.717.8 1.3

住み続けたい 住み続けたいとは思わない

どちらともいえない 不明・無回答

20歳代以下
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60歳代

70歳代以上
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※�百分率は、小数点第 2位を四捨五入しているため、合計
が 100％にならない場合があります。
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